





絵 画 の周 辺 ､ そ して そ の 最 前 線 :絵 画 Ⅵ
被爆60周年における絵画活動 2005













かであっても平和展をやろう｡ このことこそが平和なんだ｣ と言い合 う彼 らに勇気付けられ
















空き店舗であるこの会場は､店 と店 との間に壁がなくガランとして柱が目立ち､散漫 とし
て､また薄暗い空間でもある｡ 従って発表者 として､自然 と作品展示が柱の面に頼 りがちと
なり､仕方な く小型化 してい くので､私は心配であった｡ ところが今回､復活 という意気込
































































の地､何しに行 くの?｣など､ と多 くのアーティス トたちから言われたり､驚かれたりした
ので､少なからずためらった｡案の定､そこには現代美術も､そのような発表の場や美術館
もなかった｡
このように美術活動の次元が全 く異なったところに放 り出されてしまうと､アー トの役割
を少しでも考えようとするものだ｡長崎に来るまでは､とにか く ｢いい仕事 (制作)するこ
と｡それが第-で､教育とか平和とかは二の次だ｣と先輩諸氏から諭され､そう信じてきた｡
















































































































































なりながら鶴を折る｡ 中には鶴の折 り方を知らない世代もいたり､またお年寄 りで忘れかけ
たりした方もいて､皆で会話しながら折るというひと時を持った｡中には黙々と手先の鶴に








るその瞬間を､折 り鶴の飾 りの群から強 く感じるのだった｡
取 り付けられた折 り鶴 (折 り鶴パ フォーマンス)は450羽以上の鶴群 となり､夕陽に映え､
ますますその輝きを放っていく｡このパフォーマンスは､折 り鶴をする人々の皆の願いであ

















そこでこの 『誓いの火』のモニュメントでは､平和の日に ｢折 り鶴パフォーマンス｣を実
井 川 憧 亮
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モニュメントで平和の日に実施 している ｢折 り鶴パ フォーマンス｣やピースボー トの ｢折 り
鶴｣のことを話したりした｡







(日)はハウステンボスユ トレヒトでのワークショップ ｢ゴミを芸術品に変身 !｣､10月30日
(冒)はサイエンスワール ドの有馬小学校でのワークショップ ｢色 と折 り紙｣があり､(写真






















































































近年､長崎被爆の日 (8月9日)には､平和の願いをこめて､折 り紙で鶴を折 り､訪
れる方々によってこのモニュメント本体に飾 られるようにな りました｡
以上のような出会いによって､ このカラフルで大 きな折 り鶴を､ このモニュメン ト
の内包される色から世界に向かって飛び立つために選びました｡
③ もうひとつ折 り鶴を選んだ理由があります｡
折 り鶴は､もともと平和や願いごとをこめたものであることは言 うまでもあ りませ
んが､私が今回特に皆様方にお伝えしたいこだわ りは､私たち日本人は昔か ら風土的
に狭い空間であったため､平面的な志向に関心を持ち続けてきたことです｡持ち運び
には折 りたたんでコンパク トにし､イベントでは立体に出来 るという折 り紙の世界を､
その仕草 と共にその日本のアイデンティティを､ このカラフルな折 り鶴にも宿 らせて
いることです｡
④最後 に､ このカラフルな折 り鶴が､オリンピアの火の里帰 りの使者 ともな り､また永
遠の世界平和を願っています｡
2004年7月9日
長崎の､カラフルな折 り鶴の作者から
